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平 成27 年 9 月 18 日 

大阪府住宅まちづくり部建築指導室建築企画課

建築行政共用データベースシステム 通知・報告配信システムの 

導入について

１．これまでの取組み経緯 

①実証実験Ⅰ

期間：平成24年 12月 18日～

相手：指定確認検査機関２機関

手法：郵送本位型（紙報告書は従前どおり送付し、指定確認検査機関では既にデ

ータ入力済みの帳簿データのみを配信する） 

検証結果：指定確認検査機関側に以下の理由でメリットが見出せないとの結論 

・法では交付後7日以内に特定行政庁に提出（＝到達）することと

されており、送付頻度は週2回が限界であり、送付コストの縮減

メリットが出ない 

・仮に一括郵送でも１回の郵送が大量となるため、送料が増額され

て費用削減につながりにくい 

・郵送の際、配信と現物の照合確認に手間がかかる 

②実証実験Ⅱ

期間：平成2６年３月１日～平成26年３月３１日

相手：指定確認検査機関１機関

方法：データ本位型（指定確認検査機関において通知・報告に係る全書類がテキ

ストデータ化又は PDF 化されていることを前提とし、それらのデータの

送信により紙送付を不要（必要最小限の紙データは送付）にする） 

検証結果：指定確認検査機関として、郵送頻度及び郵送費用の低減、データ送付

期間の余裕の発生等、特定行政庁の受信体制の足並みが揃えば直接の

運用メリットが期待できるとの結論 

③府内特定行政庁への通知・報告配信システムの活用（データ本位型）参加

に係るアンケート調査の実施 

実施日：平成26年 6月 13日 

回収日：平成26年 6月 20日 

回答結果： 

※１:他 2市は通知・報告配信システムを活用できる環境構築を行ったうえで参加希望。 

その他3市は導入環境が整備済み。 

※２:システム活用環境の整備、他特庁や指定確認検査機関の足並みなどの課題が解決すれば

参加希望 

※3：システム活用環境の整備の目処がないことの理由が大半 

導入可能で即導入したい なし 

導入可能であり、検討したい※１ 大阪市、堺市、箕面市、他２市 

将来は導入したい※2 2市

現時点では導入は考えていない※３ その他10特定行政庁 
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 ④他特定行政庁及び指定確認検査機関との調整 

  平成 26年度下半期に上記アンケートで、「導入可能であり、検討したい」 

と回答した5市のうち、既にシステム活用環境が整っている、大阪市、堺市、 

箕面市と大阪府で「通知・報告配信システム」の活用の共通運用ルール（別 

紙参照）を固めるとともに当該システム活用の可能性がある指定確認検査機 

関へ協力依頼を実施。 

＜協力依頼先＞ 

 指定確認検査機関７機関 

 ⑤協議結果及び通知・報告配信システム（データ本位型）の運用開始 

  協議調整の結果、指定確認検査機関 3 機関と大阪府、堺市、箕面市の 3 特定行

政庁の間で、通知・報告配信システム（データ本位型）の運用協力が得られ、本

年8月より運用開始。 

   ※大阪市は、一部指定確認検査機関との「郵送本位型」での試行の結果から今後の「デー

タ本位型」での参加を判断する方向 

   ※協議調整の結果、参加を見送った４機関のうち、１機関は現在継続協議中。残り３機関

は電子申請など、今後の動向を見定めている状況 

 ⑥運用状況について 

  ・3機関の大阪府特庁分の報告書件数（H26年度実績）は、 

   建築確認：629件（指定確認検査機関総数の約13％）  

中間検査：639件（指定確認検査機関総数の約13％） 

完了検査：409件（指定確認検査機関総数の約12％） 

  ・現在のところ、大阪府及び指定確認検査機関側双方とも運用上、大きな 

支障は発生していない 

 

２．今後の方針 

 ①大阪府内の特定行政庁や指定確認検査機関で構成する建築行政連絡協議会（大連

協）にて3社との｢データ本位型｣での運用状況等を報告するなど、更なる特定行

政庁の参画に努める 

 ②現在実施中の3機関との運用状況を踏まえつつ、上記のうち、今回運用協力が得

られなかった指定確認検査機関に継続して協力依頼を行うとともに、これ以外の

可能性のある機関にも精力的に協力要請を図る。 
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